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本
日
は
私
た
ち
の
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ
蓮
田
中
学
校
ま
で

来
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
私
は
南
極
と
い
う

も
の
に
対
し
て
興
味
を
も
つ

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
今
回
の
講
演
会

で
福
地
先
生
の
お
話
を
聞
い

て
、
南
極
に
人
々
が
魅
せ
ら

れ
る
理
由
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
先
生
は
学
生
時
代
で

の
経
験
が
今
活
き
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
自
分
が
興
味
の

あ
る
こ
と
を
と
こ
と
ん
追
求

す
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

な
の
だ
と
知
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
日
の
講
演
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
自
分
の
進

路
実
現
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

講
演
は
9
月
10
日
（
土
）
2

時
か
ら
蓮
田
市
立
図
書
館
で

開
催
。
当
日
は
、
蓮
田
市
長
、

白
岡
市
副
市
長
、
同
教
育
長

も
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
祝

辞
を
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。
講

師
は
青
年
海
外
協
力
隊
の
和

気
尚
美
さ
ん
（
シ
リ
ア
）
、

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

O
G
の
高
橋
利
恵
子
さ
ん

（
モ
ロ
ッ
コ
）
で
指
導
科
目

は
そ
れ
ぞ
れ
環
境
教
育
と
理

科
教
育
。
最
初
に
和
気
さ
ん

が
演
壇
に
立
ち
協
力
隊
参
加

の
動
機
、
現
地
で
の
活
動
、

現
地
で
の
日
常
生
活
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。
現
地
で
は

互
い
に
ハ
グ
し
た
り
し
て
体

に
接
触
す
る
こ
と
を
通
じ
て

友
情
を
確
認
す
る
と
の
こ
と

で
、
日
本
式
の
挨
拶
は
友
情

が
希
薄
と
み
な
さ
れ
る
そ
う

で
す
。
シ
リ
ア
は
現
在
内
戦

状
態
で
す
が
、
和
気
さ
ん
が

派
遣
さ
れ
て
い
た
２
０
１
１

年
は
ま
だ
内
戦
は
始
ま
っ
て

お
ら
ず
、
２
年
に
わ
た
り
現

地
の
同
僚
と
と
も
に
環
境
地

図
の
作
成
等
に
従
事
で
き
た

と
の
こ
と
。
ま
た
帰
国
後
も

現
地
の
友
人
と
連
絡
を
取
り

彼
ら
の
安
否
を
気
遣
っ
て
お

り
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か

な
ど
を
自
問
自
答
し
て
い
る

姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
高
橋
さ
ん
が
登
壇
し

国
際
協
力
に
係
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
、
ア
フ
リ

カ
大
陸
に
対
す
る
思
い
入

れ
、現
国
王
に
よ
る
近
代
化
、

一
夫
多
妻
制
の
実
情
、
低
い

進
学
率
の
マ
ジ
ッ
ク
（
モ
ロ

ッ
コ
で
は
義
務
教
育
で
も
落

第
が
あ
り
卒
業
で
き
ず
に
退

学
し
て
し
ま
う
由
）
な
ど
懇

切
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
、
予

定
時
間
を
超
過
し
て
の
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
人
数

は
４
０
人
程
度
で
し
た
が
青

年
海
外
協
力
隊
の
希
望
者
も

多
数
参
加
さ
れ
、
講
演
終
了

後
熱
心
に
質
問
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は
テ

レ
ビ
（
Ｊ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
、
新

聞
社
（
埼
東
よ
み
う
り
）
の

取
材
を
受
け
ま
し
た
。　

　

（
雲
見　

記
）

10
月
7
日　

於
：
蓮
田
市
立

中
学
校
体
育
館
に
て
開
催
、

講
師
は
第
33
次
日
本
南
極
越

冬
隊
長
兼
観
測
隊
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
福
地
光
男
先
生

（
現
在
国
立
極
地
研
究
所
名

誉
教
授
、
当
協
会
会
員
）
に

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
全

校
生
徒
、
職
員
、保
護
者
、当

ユ
ネ
ス
コ
会
員
、
４
５
０
名

の
方
々
が
約
1
時
間
30
分
熱

心
に
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。
福

地
先
生
は
、
1
・
2
・
3
年

生
の
「
理
科
の
教
科
書
」
を

熟
読
さ
れ
要
旨
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
に
て
投
影
、
南
極
の

氷
と
普
通
の
氷
と
の
違
い
を

現
物
に
て
説
明
。
質
問
に
は

わ
か
り
や
す
く
お
答
え
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
育
地
、
宇

都
宮
か
ら
北
海
道
、
南
極
へ

と
進
ん
だ
経
験
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
に
は
今
後

の
進
路
の
参
考
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
々

も
熱
心
に
お
聞
き
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。（
江
口　

記
）
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国
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青
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海
外
協
力
隊
及
び
シ
ニ
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体
験
講
演

（
モ
ロ
ッ
コ
・
シ
リ
ア
に
つ
い
て
語
る
）

講師高橋さん
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講師福地先生

南極の氷

講師を囲んで記念撮影
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活
動
助
成
事
業

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
認
定

記
念
講
演
会

「
な
ぜ
南
極
越
冬
隊
の

　
　

仕
事
を
選
ん
だ
か
」

福
地
光
男
先
生
が
語
る

越冬隊服装



６
年
生
の
感
想
文
：
今
日
の

「
ユ
ネ
ス
コ
講
演
会
」
に
つ

い
て
、
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。
ま
ず
一
番
が
、
最
初
に

お
ど
ろ
い
た
の
は
「
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
」
が
埼
玉
県
に

は
４
校
し
か
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
私
は
、
自
分
の
学
校

が
こ
の
４
校
の
中
の
1
つ
の

学
校
に
い
る
ん
だ
と
思
う
と

す
ご
く
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
北
極
は
大
陸

じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

昔
か
ら
、「
南
極
と
同
じ
（
似

て
い
る
）
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
か
？
ま
た
、
南
極
の
氷
が

パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
が
す
る

の
も
不
思
議
と
思
い
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
し
た
、
そ
れ
と
同
時

に
す
ぐ
側
で
そ
の
音
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
代
表
の
人
た

ち
を
う
ら
や
ま
し
が
る
自
分

が
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
演

で
自
分
に
は
温
暖
化
を
進
め

ま
せ
な
い
た
め
に
何
が
で
き

る
か
を
深
く
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
地
球
を
守
る

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
！
！

開
会
式
に
先
立
ち
若
者
た
ち

の
バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
演

奏
・
合
唱
に
続
き
、
内
海
恵

子
氏
に
よ
る
バ
ッ
ハ
の
名
曲

が
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
厳

か
に
奏
で
ら
れ
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
っ
た
。
主
催
者
挨

拶
で
は
会
員
の
拡
充
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
の
話
も
あ

り
、自
省
が
必
要
と
感
じ
る
。

基
調
講
演
は
脳
科
学
者
の
茂

木
健
一
郎
氏
、「
他
者
と
関
わ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
た

創
造
へ
の
道
」
で
あ
る
。
異

質
な
他
者
が
結
び
つ
く
事
が

大
切
で
あ
る　

と
い
う
切
り

口
で
始
ま
っ
た
。
共
感
と
非

共
感
か
ら
生
じ
る
バ
イ
ア
ス

（
ク
レ
ー
と
カ
イ
ジ
ャ
ン
ス

ク
ー
の
例
を
紹
介
）
、
争
い

ご
と
の
基
本
的
な
深
層
は
み

ん
な
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

最
近
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
（
多
様
性
を
残
し
た
ま
ま

全
て
を
受
け
入
れ
る
）
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
の

紹
介
も
あ
り
、
興
味
を
覚
え

ま
し
た
。
現
代
の
多
様
性
に

如
何
に
目
配
せ
し
て
い
く

か
、
今
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
も

視
点
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
、
警
鐘
と
し
て
受
け

取
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。
来
年
は
、
民
間
ユ
ネ

ス
コ
活
動
70
周
年
、
ど
の
よ

う
な
変
貌
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
る
の
か
、
大
変
気
に
な
り

ま
す
。
（
半
田
記
）

第
二
分
科
会
報
告
テ
ー
マ
１

.
「
青
少
年
問
題
と
次
世
代

育
成
」
若
い
担
い
手
の
組
織

化
と
そ
の
課
題

　

太
田
ユ
協
発
表
２
泊
3

日
、
１
０
０
名
の
青
少
年
対

象
の
英
語
キ
ャ
ン
プ
を
14
回

続
け
て
い
る
事
例
発
表
で
あ

っ
た
。
実
施
し
て
見
え
る
課

題
は
従
来
参
加
の
若
手
メ
ン

バ
ー
も
集
ま
り
に
く
く
、
運

営
も
理
事
の
高
齢
化
が
進

み
、
活
動
に
活
性
が
無
く
な

り
つ
つ
あ
る
の
が
悩
み
で
あ

る
と
の
事
。
キ
ャ
ン
プ
は
発

表
者
・
佐
藤
理
事
の
情
熱
と
、

企
画
力
、
自
己
犠
牲
を
厭
わ

ぬ
努
力
で
発
展
継
続
し
て
い

る
様
子
。
誰
か
が
中
心
と
な

り
、
無
我
と
な
っ
て
や
ら
ね

ば
事
は
成
就
し
な
い
。
ユ
協

設
立
49
周
年
２
９
０
名
（
市

長
以
下
全
職
員
・
学
校
長
・
教

頭
が
皆
会
員
）
を
擁
す
る
、行

政
と
も
恵
ま
れ
た
協
会
で
さ

え
当
協
会
が
直
面
す
る
課
題

と
何
ら
変
わ
り
無
い
事
に
衝

撃
を
覚
え
、
今
後
は
課
題
シ

ェ
ア
し
て
意
見
交
換
し
た
い

と
終
了
後
挨
拶
し
た
次
第
で

あ
る
。
２
.
「
子
供
の
暗
唱
を

楽
し
む
会
」
の
実
践

　

深
谷
地
方
ユ
協
発
表
設
立

15
年
40
名
の
協
会
で
地
域
の

生
ん
だ
渋
沢
栄
一
翁
の
教

え
・「
論
語
・
立
志
・
忠
怨
」を

是
と
し
て
そ
の
教
育
活
動
の

一
環
で
４
年
前
に
暗
唱
大
会

を
始
め
た
。
今
や
市
民
文
化

会
館
も
満
席
と
な
る
よ
う
な

事
業
に
成
長
し
た
。
発
表
者

は
校
長
歴
任
者
（
関
口
良
子

氏
）
で
教
育
現
場
に
切
込
む

最
適
任
者
で
あ
り
、
そ
の
情

熱
と
地
域
の
文
化
的
土
壌
が

う
ま
く
融
和
し
て
此
の
企
画

が
成
功
し
つ
つ
あ
る
と
み

た
。
共
通
し
て
感
じ
た
事
は

連
盟
や
私
達
が
掲
げ
て
い
る

「
会
員
の
拡
充
」
と
は
直
結

し
な
い
が
、
後
年
効
果
が
現

れ
て
来
る
か
・
・
本
当
に
粘

り
強
く
期
待
す
る
の
み
で
あ

る
（
田
村
記
）

第
３
分
科
会
「
世
界
遺
産
・

未
来
遺
産
」
発
表
内
容
１
「
世

界
に
誇
れ
る
我
が
町
の
伝
統

文
化
」
小
学
校
が
伝
統
文
化

を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い

る
。
２
、
「
世
界
遺
産
・
地

域
遺
産
か
ら
学
ぶ
平
和
の
尊

さ
・
自
然
へ
の
畏
れ
・
人
間

の
知
恵
」
無
償
の
写
真
展
を

開
催
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
（
杉
原
記
）

第
４
分
科
会
「
戦
争
と
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
」
会
倫
ユ

ネ
ス
コ
協
会
（
林
昭
夫
様　

学
習
塾
経
営
「
平
和
に
鐘
を

鳴
ら
そ
う
運
動
」
地
元
寺
院

と
組
ん
で
17
年
続
け
て
い

る
。
活
動
は
外
部
の
人
に
良

く
見
え
る
よ
う
に
す
る
ー
事

前
に
新
聞
社
、
T
V
、
マ
ス

コ
ミ
訪
問
し
取
り
上
げ
て
貰

う
活
動
を
す
る
。
訪
問
で
き

な
い
処
や
N
H
K
に
は
D
V

D
を
送
る
等
の
活
動
が
必
要

で
あ
る
。
「
平
和
を
語
り
継

ぐ
会
」
１
２
０
名
の
参
加
者

が
あ
り
今
後
も
地
域
社
会
に

根
ざ
し
た
活
動
に
し
た
い
。

玉
川
大
学
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ

ブ
、
室
久
・
近
藤
両
会
員
に

よ
る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
広
島

ス
タ
デ
ィ
で
考
え
た
事
」
広

島
訪
問
―
戦
争
、
被
爆
体
験

が
少
な
く
な
り
私
た
ち
に
引

継
ぎ
語
り
つ
ぐ
こ
と
が
大

事
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
―
ア

ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
訪
問
―
①
ポ

ー
ラ
ン
ド
人
の
寛
容
さ
②
政

治
に
関
心
を
持
ち
続
け
る
③

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い

等
強
く
感
じ
た
。
学
生
と
し

て
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い

世
代
と
し
て
、
今
後
何
を
す

る
べ
き
か
、
民
間
ユ
ネ
ス
コ

草
の
根
運
動
か
ら
孫
の
時
代

ま
で
語
り
継
ぐ
事
、
負
の
遺

産
、
現
場
を
見
る
こ
と
が
大

切
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
発
想

が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い

た
。
（
飯
島
記
）

第
５
分
科
会
 
 
 
 
世
界

寺
子
屋
運
動
と
国
際
交
流
・

支
援
①
土
浦
ユ
ネ
ス
コ
協
会

で
は
外
国
人
就
労
者
の
増
加

に
伴
い
、
日
本
語
教
室
を
通

し
て
日
本
語
の
読
み
書
き
だ

け
で
は
な
く
、
文
化
・
風
習

等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
食
文
化
交
流
や
一
泊
温
泉

旅
行
を
実
施
す
る
等
様
々
な

試
み
を
実
践
。
②
世
界
寺
子

屋
運
動
に
特
化
し
て
集
ま
っ

た
千
葉
県
印
旛
地
区
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
は
、
共
同
で
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成

果
を
確
認
・
報
告
す
べ
く
支

援
先
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

を
実
施
。
い
ず
れ
も
地
域
や

支
援
先
に
根
差
し
た
寺
子
屋

運
動
の
実
施
は
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
た
。
（
山
本
記
）

昨
年
、
同
校
が
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
認
定
を
受
け
当
協
会

が
記
念
し
て
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
は
今

回
も
蓮
田
中
学
校
と
同
様
に

福
地
光
男
先
生
に
お
願
い
致

し
ま
し
た
。
４
・
５
・
６
年

生
の
生
徒
、
保
護
者
、職
員
、

ユ
ネ
ス
コ
会
員
３
５
０
名
の

方
々
が
熱
心
に
聴
講
さ
れ
ま

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に

富
士
山
と
蓮
田
小
学
校
の
位

置
、
温
度
差
を
大
写
さ
れ
、

“
南
極
の
氷
”
と
“
普
通
の

氷
”
と
の
違
い
を
説
明
。
講

演
途
中
先
生
と
の
質
疑
応
答

が
あ
り
関
心
の
深
さ
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
次
隊
を
乗
せ
た
初
代

南
極
観
測
船
”
宗
谷
“
が
出

航
し
た
の
は
１
９
５
６
年
11

月
８
日
、
今
か
ら
60
年
前
に

な
り
ま
す
。
（
江
口
記
）

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

認
定
記
念

南
極
越
冬
隊
の
活
動
を

通
し
て
地
球
環
境
を
考
え
る

　

11
月
21
日(

月
）

　

於
：
中
央
小
学
校
体
育
館講師　福地先生

(3) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/ 　　　(2)

とけてる・・・

南極の氷

花束贈呈

2016201620162016201620162016201620162016201620162016201620162016201620162016201620162016201620162016
年
度　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・

ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会

イ
ン
東
京

於
・
青
山
学
院
大
学

９
月
３
日
（
土
）
４
日
（
日
）

宮内校長、橘教頭、

田村会長、福地講師、山口議長、飯野教育委員

関東ブロック研究会

　　　　　　出席者

分科会の様子

バイオリン演奏
パイプオルガン演奏者

内海恵子さん

分科会の様子

講演風景

次
回
は
千
葉
県
ユ
ネ
ス

コ
連
絡
協
議
会
が
担
当

に
な
り
ま
す
。

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
①
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
船
橋
米
ケ
崎

店
　

店
長　

白
鳥
貴
美　

②

し
ら
と
り
た
か
み　

③
千

葉
県
船
橋
市

　

東
京
都
墨
田
区
生
ま
れ

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
す
ぐ
そ

ば
で
す
。
④
会
長
田
村
氏

の
部
下
と
し
て
会
社
員
と

し
て
働
い
て
お
り
ま

し

た
。
ユ
ネ
ス
コ
成
立
と
同

時
に
主
人
が
独
立
を
し
、

私
も
会
社
を
退
職
し
て
店

を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
主

人
と
私
は
公
私
共
に
田
村

会
長
に
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動

に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
⑤
文
化

遺
産
め
ぐ
り
は
素
晴
ら
し

い
企
画
と
思
っ
て
ま
す
。

ぜ
ひ
続
け
て
下
さ
い
。

①
法
人
名
は
、
東
商
事
株

式
会
社
私
は
、
代
表
取
締

役　

内
田
照
男
会
社
所
在

地
は
板
橋
区
高
島
平
一
丁

目
で
と
な
り
の
蓮
根
と
云

う
町
で
私
は
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
②
43
年
に
ト
ミ

コ
シ
会
館
と
云
う
ビ
ル
を

仲
間
数
人
で
建
て
ボ
ー
リ

ン
グ
場
と
パ
チ
ン
コ
の
遊

技
場
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま

し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の

お
客
様
は
皆
さ
ん
古
い
お

客
様
で
今
で
は
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
が

元
気
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
私
と
蓮

田
・
白
岡
地
方
ユ
ネ
ス
コ

協
会
と
の
係
わ
り
は　
　

４
年
前
に
事
務
局
の
平
賀

栄
美
子
さ
ん
に
誘
わ
れ
て

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
何
も
協
力
す
る
こ

と
出
来
ず
心
苦
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
③
今
後
蓮
田
・

白
岡
地
方
ユ
ネ
ス
コ
協
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
田
村

勝
彦
会
長
の
ご
指
導

の

元
、
会
員
皆
様
の
益
々
の

ご
活
躍
、
ご
発
展　

ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

会社外観

法
人
会
員
紹
介

法
人
会
員
紹
介

法
人
会
員
紹
介

法
人
会
員
紹
介

法
人
会
員
紹
介

法
人
会
員
紹
介

法
人
会
員
紹
介

法
人
会
員
紹
介

法
人
会
員
紹
介

①
法
人
・
執
筆
者

②
今
ま
で
の
歩
み

③
ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の
抱
負

(

敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。)

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
船
橋

米
ヶ
崎
店

白
鳥　

貴
美

（
し
ら
と
り　

た
か
み
）

店舗外観

東
商
事
株
式
会
社

内
田　

照
男

（
う
ち
だ　

て
る
お
）



　

両
社
並
び
に
郵
便
局
他
地

区
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
中
野
市
長
・
西
山

教
育
長
・
槍
田
課
長
・
山
口

市
議
会
議
長
・
斉
藤
議
員
も

参
加
さ
れ
激
励
の
お
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
開
催

時
の
福
地
先
生
へ
の
謝
意
と

準
備
委
員
の
熊
倉
・
向
山
両

氏
の
紹
介
が
会
長
田
村
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

　

蓮
田
西
新
宿
、
蓮
田
駅
東

口
、
蓮
田
・
白
岡
郵
便
局
、

蓮
田
図
書
館
他
に
、
回
収
箱

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
書
損
じ
ハ
ガ
キ
・
プ
リ

カ
等
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
識
字
教
育
支
援
、
私

達
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
支

援
先
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
他
）

西
新
宿
郵
便
局
・
東
商
事(

株)

日
本
信
号(

株)

様
へ　
　
　

　
　

連
盟
よ
り
感
謝
状

８
月

関根局長へ感謝状贈呈

（右から二人目）

発行人　:蓮田・白岡地方ユネスコ協会　会長　田村勝彦　〒349-0141　蓮田市西新宿3-55-15 (4)

福
地
先
生
の
慰
労
兼

　

10
周
年
準
備
委
員
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　

忘
年
会
の
開
催

12
月
21
日
（
水
）

12
月
21
日
（
水
）

12
月
21
日
（
水
）

12
月
21
日
（
水
）

12
月
21
日
（
水
）

12
月
21
日
（
水
）

12
月
21
日
（
水
）

12
月
21
日
（
水
）

12
月
21
日
（
水
）

　杉原　斉藤　熊倉委員　向山委員　対馬

飯島(副)山口議長　西山教育長　田村会長　中野市長　

平賀　　　松沢　　　槍田課長　　福地先生

　　　　　　　　　　　　　　　　(参加者：敬称略）

第
13
回
地
域
文
化
遺
産

ス
タ
デ
ィ　
　
　
　
　

2
月
18
日
（
土
）
開
催

　

今
回
の
編
集
作
業
も

日
程
ぎ
り
ぎ
り
の
発
行

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
後
も
自
己
研
鑽

い
た
し
ま
す
の
で
、
投

稿
や
編
集
の
ご
指
導
・

ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
（
杉
原　

記
）

編
集
後
記


